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田中悟郎・教授 理事長 NPO法人地域活動支援センター HOT HOT BOX

今村 明・教授 医療観察法病棟外部評価会議委員 長崎県精神医療センター

今村 明・教授 こころの緊急支援チーム運営委員会委員
長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター

今村 明・教授 長崎市子どもを守る専門医委員会委員 長崎市子育て支援課

今村 明・教授 長崎県ひきこもり支援連絡協議会会長
長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

今村 明・教授
長崎県発達障害児・者総合支援推進会議
委員

長崎県こども家庭課

今村 明・教授 長崎県福祉保健審議会臨時委員 長崎県子ども政策局こども家庭課

今村 明・教授 ギャンブル等依存症専門部会委員 長崎県福祉保健部障害福祉課

今村 明・教授 長崎市教育支援委員会委員【第1号委員】 長崎市教育委員会教育研究所

今村 明・教授 長崎県精神医療審査会委員 長崎県福祉保健部障害福祉課保健福祉班

今村 明・教授
長崎県発達障害児・者総合支援推進会議
委員

長崎県福祉保健部こども政策局

今村 明・教授 精神保健審判員 長崎地方裁判所

今村 明・教授 長崎県精神医療審査会委員 長崎県福祉保健部障害福祉課

今村 明・教授 長崎市子どもを守る専門委員会委員 長崎市子育て支援課

今村 明・教授 長崎県ひきこもり支援連絡協議会会長
長崎県長崎こども・女性・障害者支援セン
ター

佐藤克也・教授 評議員 日本神経免疫学会

今村 明・教授 小児精神医療委員会 公益社団法人 日本精神神経学会

今村 明・教授 子どもの人権と法に関する委員会委員 一般社団法人日本児童青年精神医学会

佐藤克也・教授
薬事・食品衛生審議会（伝達性海綿状脳
症部会）

厚生労働省

佐藤克也・教授 食品安全委員会（プリオン専門調査会） 厚生労働省

佐藤克也・教授
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に
関する調査班研究協力者

厚生労働科省難治性疾患克服研究事難治性
疾患克服研究事

佐藤克也・教授
プリオン病のサーベイランスと感染予防
に関する調査研究班・班員

厚生労働科省難治性疾患克服研究事難治性
疾患克服研究事

佐藤克也・教授 かかりつけ医認知症対応力向上研修会 長崎県医師会

佐藤克也・教授 BPSD を考える会 長崎市医師会

佐藤克也・教授 長崎県油症対策委員会委員 長崎県

佐藤克也・教授
長崎県認知症サポート医及ぴかかりつけ
医認知症対応向上研究会の講習会講師

長崎県・長崎県医師会

佐藤克也・教授 学会員 日本神経治療学会

佐藤克也・教授 評議員 日本早期認知症学会

佐藤克也・教授 指導医 日本内科学会

佐藤克也・教授 評議委員 日本神経学会

佐藤克也・教授 会員増加委員会 委員 日本感染症学会

徳永瑛子・助教 長崎市放課後対策推進審議会委員 長崎市

佐藤克也・教授 評議員 日本神経感染症学会

佐藤克也・教授 油症患者診定専門委員 福岡県

森内剛史・准教授 学会演題審査委員 日本作業療法士協会

森内剛史・准教授 評議員 公益財団法人 長崎県すこやか長寿財団

森内剛史・准教授 高大連携推進委員 長崎県教育委員会

森内剛史・准教授 長崎市介護認定審査会委員 長崎市介護認定審査会

研　究　題　目

東　登志夫・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「VRによ
る視覚誘導性運動錯覚を用いた上肢機能訓
練システムの開発と有用性の検討」

東　登志夫・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「要介護
高齢者のシルバーカー及び歩行車使用時に
おける歩行時体幹運動の比較検証」

田中悟郎・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費「精神障害者のリカバリー志向
型学習プログラムの評価研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

5



特 許

佐藤克也・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金「HAMならびに類
縁疾患の患者レジストリによる診療連携体
制および相談機能の強化と診療ガイドライ
ンの改訂」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「採取容
易な検体を用いたクロイツフェルト・ヤコ
ブ病早期診断法の確立」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「蛋白増
幅法の検出法をベースとした神経変性疾患
を鑑別できる新規バイオマーカーの開発」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「個別最
適化した超早期認知症予防介入プログラム
の開発とシステム構築」

佐藤克也・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

日本医療研究開発機構研究費「ナショナル
センター・バイオバンクネットワークを基
盤とする疾患別情報統合データベースを活
用した産学官連携による創薬開発研究」

岩永竜一郎・教授 日本学術振興会 代表
科学研究助成事業　基盤研究（C)「発達障
害特性評価のための総合的発達検査の開
発」

岩永竜一郎・教授
厚生労働省令和４年度障害者総
合福祉推進事業補助金

代表
協調運動の障害の早期の発見と適切な支援
の普及のための調査

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「個別最
適化した超早期認知症予防介入プログラム
の開発とシステム構築」

佐藤克也・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「認
知症ケアに有用な「触れるケア技術」の研
究開発」

森内剛史・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「骨格筋性疼
痛に対するミラーセラピーを用いた新たな
治療戦略開発のための実験的研究」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「感覚障
害に対するリハビリテーションの効果判定
に利用できる定量的・客観的指標の開発」

村田　潤・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「浮腫を
発症する疾患における微小循環動態を皮膚
血流量・皮膚再灌流圧で検討する研究」

丸田道雄・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「認知症
者に対する生活行為工程分析表の画像表示
アプリ版の開発と実践検証」

今村　明・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(C)「EP400
遺伝子改変マウスを活用した統合失調症/自
閉スペクトラム症の病態解明」

徳永瑛子・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業「5歳時点の自閉症スペ
クトラムリスクと生後1週間、1歳半、3歳時
点の発達状況の関連」

丸田道雄・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 研究活動スタート支援
「注意バイアス修正法が楽観性に与える効
果とメカニズムの解明」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

今村　明・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業　基盤研究（C）「成人
期PTSDに対するEMDRの無作為割付による効
果検証に関する研究」

佐藤克也・教授
14−3−3蛋白γアイソフォーム特
異的ELISA

2011年11月8日 出願中 特願2011-244809
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その他
 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

佐藤克也・教授 α−シヌクレイン検出方法 2017年11月29日 出願中 特願2017-228820

佐藤克也・教授 洗浄殺菌方法 2014年2月21日 2019年10月25日 JP2014054158

佐藤克也・教授

異常型タンパク質の凝集を伴う
神経変性疾患における異常型タ
ンパク質を 検出する方法およ
び異常型タンパク質の凝集を伴
う神経変性疾患の診断を補助す
る方法

2022年8月17日 出願中 特願2022-130196

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

佐藤克也・教授
認知症の人をどのように診
断治療し、どのように接し
ていくのか

長崎保険医新聞 2022年8月1日

医科歯科が一体となって、地
域活動、学術活動等を積極的
に行い日常診療の充実・向上
を目指している。

森内剛史・准教授 優秀演題賞
第16回 日本作業療法研
究学会学術集会

骨格筋痛による皮質脊髄路の
興奮性低下に対するミラーセ
ラピーの効果：ヒトの実験的
疼痛研究

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

佐藤克也・教授 Top Cited Article 2021-2022 WILEY

Abnormal prion protein
deposits with high seeding
activities in the skeletal
muscle, femoral nerve, and
scalp of an autopsied case
of sporadic Creutzfeldt-
Jakob disease
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